
Access読本：プログラミング演習     

（Access2013/2016/2019/2021/Microsoft365対応） 

Access でプログラム開発を行う場合は、VBA（Visual Basic for Applications）という

プログラミング言語を使います。VBA は初心者にとってわかりやすく一般的なプログラ

ミング言語と比べて習得時間も短いため、気軽に学習しやすい言語といえます。プログラ

ム開発者は、「操作画面上のコマンドボタンがクリックされた」など利用者の操作に応じ

た対応処理を行うプログラムを記述する形でプログラミングをおこなっています。これら

のイベント（出来事）に対応したプログラミングをイベントドリブン型のプログラムとい

います。本書では、フォームとプログラムコードのオブジェクト（操作の対象物）だけを

利用したプログラミングで解説しています。令和 7 年度大学入学共通テストから新たに

出題科目となった『情報Ⅰ』では、プログラミング習得が重要になります。本書がプログ

ラミング学習全般において、皆様のお役に立てることを願っております。 
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第１章 プログラミング基礎編 

問題を解決するための手順や計算方法をアルゴリズムといいます。アルゴ

リズムが正しければ、その手順どおりにおこなうことで、誰もが同じ答えを得

ることができます。プログラムはそのアルゴリズムを実現するための手順書

です。プログラムを作成する作業のことをプログラミングといいます。自分自

身でプログラムを実装（プログラミング）することで、プログラミング言語に慣

れるということになります。 
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はじめてのプログラム作成と実行 
プログラミング言語ＶＢＡ（Visual Basic for Applications）を使用して、Access でさまざまな処理を

実行することができるプログラムを作成します。VBA の基本的な機能を理解し、演習することで本格的

なプログラミング活用ができるようになります。 

データベースの新規作成 

Word や Excel では、文書やシートを作成し、その結果を保存します。これに対して Access では、まず

データベースファイルを作成します。そのデータベースファイル上に、テーブルやクエリ、フォーム、

レポートなどのオブジェクト（操作の対象物）を保存していきます。本書では、テーブルやクエリは作

成せずに、フォームのみを作成します。まず「プログラミング演習」データベースファイルを新規作成

します。Access を起動し、［新規］メニューから［空のデータベース］をクリックします。 

 

［空のデータベース］ダイアログボックスが表示されますので［ファイル名］に「プログラミング演習」

と入力して、データベースの保存場所を指定します。 
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［新しいデータベース］ダイアログボックスが表示されるので保存先を確認して［OK］をクリックし

ます。 

 

最初の画面に戻るので［作成］ボタンをクリックします。 
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「プログラミング演習」データベースが作成され、空白のテーブルが表示されます。 

 

テーブルの作成はおこなわないので、ここでは［×］をクリックし、「テーブル 1」を閉じます。 

ナビゲーションウィンドウの設定 

［ナビゲーションウィンドウ］の表示設定として［オブジェクトの種類］と［すべての Access オブジ

ェクト］にチェックを入れておきます。これで作成したすべてのオブジェクトが一覧表示されます。 
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フォームの作成 

これからフォーム上のボタンをクリックすると「Hello」と表示されるプログラムを作成します。 

まず、［作成］タブの［フォーム］グループから［フォームデザイン］をクリックします。 

 

フォームの［デザインビュー］が表示されます。ここでは［コントロール］をクリックして［コントロール

ウィザードの使用］をオフにしておきます。 

 

［コントロール］の［ボタン］をクリックします。 
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［詳細］セクション内でクリックすると［ボタン］が作成されます。 

 

このボタンを選択したまま［プロパティシート］の［イベント］タブに切り替えます。 

 

クリック時を［イベントプロシージャ］に設定して［･･･］をクリックします。Visual Basic Editor の

画面が表示されます。 
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VBEの使い方 

ＶＢＥ（Visual Basic Editor）は、ＶＢＡ（Visual Basic for Application）のコードや、プロシージャ

（プログラムを記述した手順書）を新規作成したり編集するための環境で、Microsoft Office の共通ツ

ールです。そのためＶＢＥは Access とは異なるウィンドウで開きます。 

ＶＢＥは［プロジェクトエクスプローラ］、［プロパティ］、［コード］、［イミディエイト］と呼ばれるウ

ィンドウで構成されています。 

 

■プロジェクトエクスプローラ 

 現在対象となっているデータベース内のモジュールを表示します。 

■プロパティウィンドウ 

 英語表記でプロパティを設定します。通常は使用しないので、閉じておいても大丈夫です。 

■コードウィンドウ 

 プログラムのコードを記述します。 

■イミディエイトウィンドウ 

 変数値の確認やプログラムのデバッグ（誤りを修正）に使用します。 
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プログラムの入力 

［コード］ウィンドウの「Private Sub コマンド 0_Click()」と「End Sub」のあいだに記述したコード

が、さきほど設置した「コマンド 0 ボタン」をクリックしたときに実行されるプログラムになります。 

 

「Private Sub コマンド 0_Click()」の次の行のカーソルで｛Tab｝キーを押し、字下げします。 

 

msgbox(“Hello”)」と入力し、｛↓｝ キーを押すと、「msgbox」が「MsgBox」に自動で修正されます。 

 

 

プログラムの実行 

プログラムが入力できたら、ボタンをクリックして実行します。VBE から Access の画面に切り替える

には、左上の Access のアイコンをクリックします。なお、Access の［フォームデザイン］タブの［コ

ード］をクリックすると、再度 VBE の画面に切り替えることができます。 

 

［フォームデザイン］左端の［表示］ボタンをクリックしてフォームビューに切り替えます。 
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「コマンド 0」ボタンをクリックすると、「Hello」メッセージボックスが表示されます、 

 

確認できたら［OK］ボタンをクリックして、フォームの［×］（閉じる）ボタンをクリックします。 

 

変更の保存ダイアログボックスでは［はい(Y)］をクリックします。 

 

フォーム名を「Hello」として、名前を付けて保存して閉じます。 


